
主な内容
●商工連だより

商工会長研修会、理事（役員）会、県との懇談会開催

県商工青年同友会と県青連との意見交換会・合同研修会開催

「商工女性の主張発表県大会」並びに「女性部員全体研修会」開催

軽減税率対策補助金について

持続化補助金活用事例紹介

　・ワークプリント（豊後大野市商工会）

　・㈲ケーキ大使館クアンカ・ドーネ（佐伯市番匠商工会）

●お知らせ

ビジネス総合保険について

大分県最低賃金総合相談支援センターよりセミナー開催案内

平成30年度各種検定試験の日程について

小規模企業共済について

●シリーズ「地域の逸品」

直入農業集団　遊草舎

「ばあばの鶏めしせんべい」「がに湯おこし」 表紙写真：吉四六ランド（臼杵市野津町）
日本昔話に出てくるトンチ名人「吉四六（きっちょむ）」にちなんで名
づけられた総合レジャーパーク「吉四六ランド」は、県下有数の桜の名
所として知られ、約2,000本もの、ソメイヨシノが植えられています。
毎年４月には野津地域最大のお祭り、「吉四六まつり」が盛大に開催さ
れ、桜のシーズンには夜間のライトアップも行われています。

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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商
工
会
長
研
修
会
、

　
　
　理
事（
役
員
）会
、県
と
の
懇
談
会
開
催

２
月
７
日
、
別
府
市
内
の
会
場
で
、
理
事
（
役
員
）
会
・
商
工
会
長
研
修

会
・
県
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
商
工
連
各
課
事
業
に
つ
い
て
議
事
を
行
い
、
議
論
を
経
て

議
題
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
長
研
修
会
で
は
、
日
本
銀
行
大
分
支
店
長　

濱
田
秀
夫　

様
か
ら

「
最
近
の
金
融
経
済
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
世
界
経
済
や
日
本
経
済
に

つ
い
て
、
ま
た
、
大
分
県
の
金
融
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
、
県
内
企
業
の
事
業

承
継
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
分
県
内
の
金
融
経
済
に
つ
い
て
は
、
九
州
北
部
豪
雨
や
台
風
18
号
に
よ

る
被
害
と
そ
れ
に
伴
う
観
光
産
業
へ
の
影
響
、
ま
た
、
２
０
１
９
年
開
催
の

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
決
勝
リ
ー
グ
が
大
分
会
場
で
実
現
す
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま

え
、
今
後
の
展
望
も
含
め
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
県
内
企
業
の
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
と
述
べ
、
①
自
社
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
承
継
方
法
を
考
え
る
こ
と
、

②
自
社
の
事
業
承
継
に
よ
り
競
争
力
の
強
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
③
自
社

が
買
い
手
と
な
る
こ
と
で
経
営
力
強
化
に
繋
が
る
こ
と
な
ど
、
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

事
業
承
継
を
薦
め
て
い
く
う
え
で
、
地
域
に
根
差
し
た
支
援
機
関
で
あ
る

商
工
会
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
事
業
承
継
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た
め
に

商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
承
継
診
断
が
、
県
内
経
済
に
プ
ラ
ス
の
影

響
を
与
え
て
い
る
と
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
分
県
の
事
業
承
継
の

取
組
は
他
県
に
先
ん
じ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
商
工
会
と
連
携
し
活
動
し
て

い
き
た
い
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
の
懇
談
会
に
は
、
大
分
県
商
工
労
働
部
長
を
は
じ
め
、
日
本
銀
行
大

分
支
店
長
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
・
別
府
両
支
店
長
等
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
商
工
会
を
め
ぐ
る
状
況
や
小
規
模
事
業
者
の
支
援
な
ど
に
関
す
る
懇

談
が
行
わ
れ
、
県
や
各
金
融
機
関
と
商
工
会
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

懇談会　県神﨑部長の挨拶

理事会で挨拶する森竹会長

会長研修会　講師　日銀大分支店長　濱田秀夫氏

理事会
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県
商
工
青
年
同
友
会
と
県
青
連
と
の

　
　意
見
交
換
会
・
合
同
研
修
会
開
催

大
分
県
商
工
青
年
同
友
会
（
坂
本
光
広
会

長
）
と
大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大

内
直
樹
会
長
）
は
２
月
14
日
㈬
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
ホ
テ
ル
大
分
に
お
い
て
、
意
見
交
換
会
と

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
お
互
い
の

連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
や
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
、
今
後
の
会
員
増
強
に

向
け
て
意
識
が
高
ま
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
合
同
研

修
会
は
「
同
友
会
と
青
年
部
が
連

携
し
た
組
織
活
性

化
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
全
国
商
工

会
青
年
部
連
合
会

長
を
務
め
た
後
、

全
国
壮
青
年
部
連

合
会
の
初
代
会
長

と
し
て
設
立
に
貢

献
さ
れ
た
、
大
髙

醤
油
㈱
代
表
取
締
役
社
長
大
髙 

衛
氏
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
身
の
経
験
に
基

づ
き
、
両
組
織
の
強
み
を
活
か
し
て
組
織
活

性
化
を
図
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
本
年
度
卒
部
者

の
長
年
の
功
績
に
対
し
、
大
内
県
青
連
会
長

か
ら
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
引
き
続
き
同

友
会
で
の
活
躍
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
後
藤

政
子
会
長
）
は
、
１
月
23
日
、
大
分
市
で

「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」
並
び

に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」
を
開
催

し
、
県
内
か
ら
約
１
１
０
名
を
超
え
る
女

性
部
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
発
表

し
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
～
伝
統
の
味
を
次
世
代
へ
～
」
と

題
し
て
発
表
し
た
、
由
布
市
商
工
会
女
性

部
の
小
野
恵
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
７
月
に
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
の
県
代
表
者
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
員
全
体
研
修
会
で
は
、

一
般
社
団
法
人
ひ
と
ね
る
ア
カ
デ
ミ
ー
代

表
理
事
の
佐
藤
陽
平
先
生
を
お
招
き
し
て

「
家
庭
も
地
域
も
会
社
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
す

る
「
育
て
る
チ
カ
ラ
」
と
は
？
」
と
題
し

て
、
講
演
い
た
だ
き
、
女
性
部
一
同
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

小
野
恵
子
さ
ん
最
優
秀
賞
！

「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」並
び
に「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」

主張発表者（左端より）
・和田多恵さん（豊後大野市）
・小野恵子さん（由布市）
・佐藤貴代さん（日出町）

講師：佐藤陽平氏

会場の様子

坂本同友会長

大髙衛講師

大内県青連会長

商工連だより
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※Ｂ-1型とＢ-2型の違いは指定事業者に改修等を依頼するか事業者自身で行うかにより申請がかわります。

商工会
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
小ロット印刷の短納期対応と
スピード印刷めざせ多品種即日納品

佐伯・因尾茶スイーツ
「おおいた　すきっ茶」開発事業

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
平成６年に大分県豊後大野市三重町で開業し、20年にわたり印刷業をしています。
AR（Augmented Reality＝拡張現実）のスマートフォン向けアプリを導入するこ

とで、紙媒体に情報としての厚みを加えています。この手法で、自社媒体の集合広
告「豊後ウオーカー」等と連携した事業を提案し、攻めの営業を行っています。
近年、外注に頼らざるを得ない、大判サイズ（A1、B2等）のカラーの印刷物

（店舗に貼るポスター等）や、小ロットかつ短納期での名刺の注文が増えており、
大判プリンターや名刺カッターの導入を検討していました。

●補助事業の取り組み内容
小規模事業者持続化補助金を活用して、大判プリンターと名刺カッターを導入

し、チラシ折込で周知を行い、新たな受注の獲得を目指しました。
●事業実施の効果について

補助事業により、機械の導入をチラシ折込でPRしたところ、即座に受注へとつながりました。また、機械の導
入は時間短縮などの生産性の向上にもつながりました。
昨年10月から、現代表へ事業を承継しており、今回の補助事業がワークプリ

ントの新たなスタートに拍車をかけるものとなりました。

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当社は、大分県佐伯市弥生にて平成６年に創業し、まちのケーキ屋さんとして

20年以上の間、地域住民に愛されてきました。当社は、シュークリームやショー
トケーキといった一般的な洋菓子に加えて、デコレーションケーキや地元の特産
品を使った商品開発に取り組んでいます。地元の特産品である「生姜スイーツシ
リーズ」に続き、自分の実家が農家であることもあり、自家製の茶葉を使った因
尾茶スイーツを展開したいと考えていました。

●補助事業の取り組み内容
持続化補助金の補助事業を通じて、自家製造の因尾茶を使用した「おおいた　

すきっ茶」を開発することになり、具体的には、①味の改良を目的とした機械の
導入と②箱のデザイン開発を行いました。

●事業実施の効果について
粉砕機を導入し、試作品開発を進めた結果、茶が細かくなって味のバランスが良くなり、饅頭の斑点が目立たな

くなって見た目も改良されました。また、本補助事業を通じてデザイナーからの提案を受けて正式に販売用の箱の
デザインが決定しました。
これらの取り組みを経て、「おおいた　すきっ茶」を完成するこ

とができました。今後は、佐伯市内の道の駅や百貨店にこの商品を
お土産品として提案していき、販路開拓につなげたいです。

会 社 名：ワークプリント

代表者名：諏訪　貴政

所 在 地：大分県豊後大野市三重町市場543-3

電　　話：0974-22-8070

会 社 名：有限会社ケーキ大使館クアンカ・ドーネ

代表者名：代表取締役　柴田　正信

所 在 地：佐伯市弥生大字井崎1256番地1

電　　話：0972-46-2998　Ｆ Ａ Ｘ：0972-46-2998

Ｈ　　Ｐ：https://ameblo.jp/quanca-done/

代表　諏訪貴政さん

柴田社長（左）と
奥様（右）の愛由美さん

名刺カッター

佐伯・因尾茶スイーツ「おおいた すきっ茶」
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支えとなる

“信用保証”を

http://www.oita-cgc.or.jp/

「確かな公的保証人」

中小企業の皆さまを
全力で支援します！

大分労働局委託事業

主　催　大分県最低賃金総合相談支援センター
後　援　大分県・大分市
テーマ　『稼ぐ力の向上で会社を伸ばす』
日　時　平成30年３月23日㈮　14：00～16：00
会　場　ホルトホール大分201会議室（大分市金池南１丁目５番１号）
講　師　中小企業診断士・税理士　甲斐幸丈 先生
参加費　無料
定　員　50名
申込先　TEL・FAX 097-538-9123
　　　　メールアドレス　saichinup@oct-net.ne.jp
　　　　ＨＰアドアレス　https://www.oita-saichin.jp
締切日　平成30年３月16日㈮
　　　　※定員に満たない場合は期限到来後も受け付けます。

参加
無料

お知らせ

➏



（日本商工会議所と共催）

平成30年度 　各種検定試験の日程

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

１～９・10級 第189回 ６月17日（第３日曜） ４月12日㈭～５月18日㈮

１～９・10級 第190回 ９月16日（第３日曜） ７月12日㈭～８月17日㈮

１～９・10級 第191回 11月18日（第３日曜） ９月13日㈭～10月19日㈮

１～９・10級 第192回 平成31年２月17日（第３日曜） 12月13日㈭～平成31年１月18日㈮

全国商工会
　珠算検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

２級
第82回 ７月14日（第２土曜） ５月７日㈪～６月15日㈮

３級

１級

第83回 平成31年２月20日（第３水曜） 12月17日㈪～平成31年１月25日㈮２級

３級

販売士検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

３級 ー 12月７日（第１金曜） 10月９日㈫～11月８日㈭

全国商工会
　簿記検定

お知らせ
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3
月
号
V
o
l.2
9
5

直入農業集団　遊草舎
代　表：羽田野眞一
所在地：大分県竹田市直入町大字神堤950番地
電　話：0974-75-3820
ＦＡＸ：0974-75-3820
Ｈ　Ｐ：https://www.yuusousya.com/

大
分
県
を
代
表
す
る
銘
菓
に
育
て
た
い

「
ば
あ
ば
の
鶏
め
し
せ
ん
べ
い
」「
が
に
湯
お
こ
し
」

大
分
県
竹
田
市
直
入
町
で
農
産
加
工
品
を
製
造
・
販
売
す
る
直
入
農
業
集
団
遊
草

舎
は
、
自
家
農
園
や
地
元
農
家
と
の
連
携
に
よ
り
豊
富
な
地
元
産
食
材
を
調
達
し
、

焼
肉
の
た
れ
や
野
菜
の
佃
煮
、
昔
な
が
ら
の
ポ
ッ
コ
ン
菓
子
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
商
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
１
９
９
９
年
の
創
業
時
に
鶏
め
し
を
店
頭
販
売
し
て
い
ま
し
た
。「
昔
懐

か
し
い
味
」
と
好
評
で
し
た
が
、
手
間
と
時
間
が
か
か
る
た
め
10
年
ほ
ど
前
に
販
売

を
終
了
し
て
い
ま
し
た
。「
お
土
産
に
煎
餅
が
好
ま
れ
る
が
、
直
入
地
域
の
商
品
が

な
い
」
と
い
う
課
題
の
中
、「
ば
あ
ば
の
鶏
め
し
せ
ん
べ
い
」
の
試
作
に
着
手
。
多

く
の
煎
餅
が
小
麦
粉
で
焼
い
て
味
付
け
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
物
の
鶏
め
し
か
ら

作
り
ま
し
た
。
米
や
鶏
肉
、
野
菜
は
地
元
産
を
使
用
。
う
る
ち
米
１
０
０
％
の
試
作

品
は
硬
く
て
食
べ
ら
れ
ず
、
軟
ら
か
さ
を
出
す
も
ち
米
の
配
分
に
苦
労
し
な
が
ら
も

商
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
田
舎
の
素
朴
な
味
を
楽
し
ん
で
、
故
郷
を
思

い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
い
う
思
い
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

ま
た
合
わ
せ
て
竹
田
市
直
入
町
で
は
長
湯
温
泉
が
あ
る
こ
と
か
ら
長
湯
温
泉
の
炭

酸
泉
を
使
っ
た
「
が
に
湯
お
こ
し
」
も
発
売
し
て
い
ま
す
。
主
力
商
品
の
一
つ
の
ポ

ン
菓
子
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
芹
川
の
露
店
風
呂
「
が
に
湯
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
ポ
ン
菓
子
を
固
め
、
カ
ニ
を
玄
米
大
麦
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
製
造
方

法
は
国
内
ト
ッ
プ
の
お
こ
し
メ
ー
カ
ー
日
清
堂
製
菓
（
奈
良
県
）
で
学
ん
だ
経
験
を

活
か
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
温
泉
客
は
お
年
寄
り
が
多
い
た
め
、
誰
も
が
か
み
切

れ
る
硬
さ
に
こ
だ
わ
り
甘
さ
加
減
を
調
整
す
る
な
ど
、
完
成
ま
で
に
半
年
を
費
や
し

ま
し
た
。
体
に
良
い
と
さ
れ
る
炭
酸
泉
も
混
ぜ
て
お
り
、
幅
広
い
年
代
向
け
の
土
産

品
と
し
て
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
元
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
商
品
添
加
物
や
保
存
料
等
を
使
用
し
な

い
「
安
心
安
全
な
食
品
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
商
品
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
一
度
ご
賞
味
下
さ
い
。

●
「
ば
あ
ば
の
鶏
め
し
せ
ん
べ
い
」�

７
０
０
円
（
税
込
）

●
「
が
に
湯
お
こ
し
」�

７
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所

：

Ｈ
Ｐ
、
道
の
駅
な
が
ゆ
温
泉
、
ラ
ム
ネ
温
泉
館
な
ど

平
成
三
十
年
三
月
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